
 

 

 

 

釧路校長会は、採用９名、異動２名の新会員を迎え

６町１村４１名（小学校長２１名、中学校長１５名、小 

中併置校長３名、義務教育学校長２名）で構成してい

る。本会が歴史的背景を踏まえて作り上げた釧路校長

会の理念「調和のある学校経営を目指して」の方針を

全体で確認し活動を開始した。 

 

Ⅰ 本年度の活動方針 

 本会は、常に「釧路校長会綱領」を基底に、

釧路の教育の充実・発展に期する「学校経営に

あたっての基本的な姿勢」を堅持し、「調和の

ある学校運営」を目指すとともに、子どものた

めに最善を尽くす校長会として、関係諸機関と

の連携協力を密にして、保護者や地域の信頼に

応える学校経営を推進するよう努力する。 

 

【釧路校長会綱領】 

 

私たちは釧路教育の充実、発展に枢要な役

割を果たし、子どもの未来に責任を負う者と

して、ここにこの綱領を定める。 

 

一、校長の使命を自覚し、常に厳しい自己研

鑽に努める 

一、情熱と強固な意志をもって、公教育の推

進に努める 

一、たがいに強い連帯感をもって、職務の遂

行に努める 

一、職員相互の信頼関係を基盤とした学校

経営に努める 

一、釧路の風土に生き、未来を拓く子どもの

育成に努める 

 

（平成２年３月 制定） 

 

 

Ⅱ 活動の重点 

 １ 会員相互のつながりを生かした組織体

として、校長としての経営感覚を磨き、実

践力を高める職能向上に努め、「学校を元

気にする」校長会を目指す。 

 ２ 教職員として服務規律を徹底するとと

もに、学校における働き方改革を一層推進

させ、魅力ある職場づくりに努める。 

 ３ 新しい時代に求められる資質・能力など

児童生徒の「生きる力」を育成する学習指

導要領の確実な実施に向けて、授業改善や

カリキュラム・マネジメントの確立等の取

組を進め、自校の教育活動の質の向上を図

る。 

 ４ 日ごろから想定されるあらゆる事故の

未然防止、事故対応、事後の改善に向け、 

学校の危機管理体制を整える。 

 ５ 教育関係団体、特に町村教育委員会と町

村校長会との連携協力を密にし、教育の動

向や情報を共有して諸課題への対応、解決

に向け迅速に行動する。 

＜活動の重点＞ 

 ①学校経営の充実 

 ②創意ある教育活動の推進 

 ③研修活動の推進 

 ④組織の充実と強化 

 ⑤関係機関・諸団体との連携強化 
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Ⅲ 各部の活動方針 

 １ 研修部 

＜活動の重点＞ 

  ① 学習指導要領の趣旨を生かした「創意    

ある学校経営」に資する研修に努める。 

② 時代の要請と釧路の課題に対応する

研修の充実のため、組織的研修体制の推

進に努める。 

③ 校長としての自己研鑽と教職員の力

量向上に努める。 

④ 第 66 回釧路校長会研究協議会が上記

を具現化する場として有意義な研修の

場となるよう企画・運営に努める。 

⑤ 道小根室大会（R7年度）の提言発表に

向けた資料及び原稿作成に努める。 

＜活動計画＞ 

  ① 釧路校長会研究協議会（10/31）の開催  

（３カ年継続研究の３年次） 

② 道小、道中、全連小、全日中研究協議  

会への参加 

③ 研修部会、特別委員会の開催 

 ２ 経営部 

＜活動の重点＞ 

① 会員の自覚と連帯意識を高揚し、本会  

の組織強化に努める。 

② 釧路の教育推進のため、教育上の諸問  

 題に対処する。 

③ 文教施策及び関係団体との連携を図 

り、釧路の教育の向上に努める。 

＜活動計画＞ 

  ① 釧路地区教育経営研究会（8/28）を開  

催し、諸問題の究明に努める。 

② 教育諸課題について、必要な法規等の   

資料を収集する。 

  ③ 学校経営の責任者としてふさわしい  

後継者の育成に努める。 

 ３ 対策部 

＜活動の重点＞ 

① 関係機関・団体との連携を一層強化 

し、厚生事業内容の充実を図る。 

② 退職者の福利厚生について、釧路管内  

退職者校長会と連携し業務を推進する。 

③ 各種調査に関する業務を推進する。 

＜活動計画＞ 

  ① 「くしろの絆」第 50号の発行 

② 釧路校長会研究協議会「懇親交流会」 

の企画・運営 

  ③ 叙位叙勲関係書類の整備 

④ 道公務員弘済会との事業協力と連携 

を図る。  

 ４ 情報部 

＜活動の重点＞ 

① 広報活動を通し、町村校長会並びに  

会員相互の連携を図り、本会の活動の活   

性化に努める。 

  ② 本会活動に関する情報を収集し、会員  

に対する適切な情報提供に努める。 

  ③ 教育関係団体との信頼・協力関係の構 

築に努める。 

＜活動計画＞ 

  ① 広報誌「同倫」の発行（年６回） 

② 会誌「釧路」の発行 

  ③ 道小・道中情報部との連携 

④ 釧路校長会・教頭会会員一覧の作成 

     

Ⅳ 役 員 

会   長 須藤 光秋（標茶町標茶中） 

副 会 長  斉藤 直彦（釧路町別保小） 

   〃      名和 勝紀（鶴居村鶴居中） 

事務局長  笹川 義孝（釧路町遠矢小） 

事務局次長  辻川 智宏（標茶町標茶小） 

会   計  葛西 敏之（浜中町霧多布小） 

釧研所長  廣瀬  巧（厚岸町真龍小） 

研修部長 佐藤 義行（弟子屈町弟子屈小） 

経営部長 蠣崎 浩一（白糠町白糠学園） 

対策部長 太田  諭（釧路町富原中） 

情報部長 秋山  豊（標茶町沼幌小） 

監   査 川上 正美（標茶町虹別中） 

〃     小林 一博（弟子屈町弟子屈中）         


